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常任委員会合同行政調査報告
12月定例議会の審査結果・委員会スポット
一般質問（７名が登壇）
常任委員会管内視察報告
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多
町
議
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1
2
月
定
例
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　12月2日に開催された
第 41 回南知多町少年
サッカー大会において
日間賀小学校が激戦を
制して優勝しました。
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　【
富
山
県
小
矢
部
市
】

　

小
矢
部
市
で
は
小
・
中
学
校

や
駐
在
所
な
ど
の
施
設
35
棟
を

メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
な
外
観
の
建

築
物
に
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
は

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
観
光

の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
外

部
か
ら
来
た
学
生
に
地
域
へ
の

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
だ
け
で

は
な
く
、
卒
業
後
の
定
住
等
に

も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

今
後
の
南
知
多
町
の
ま
ち
づ

く
り
や
高
齢
化
対
策
を
考
え
る

上
で
、
大
変
有
意
義
な
も
の
で

あ
っ
た
と
強
く
感
じ
た
。

　

　【
石
川
県
野
々
市
市
】

　

野
々
市
市
は
市
内
と
近
隣
の

５
つ
の
大
学
と
連
携
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
野
々
市
市
の
特

産
品
で
あ
る
椿
を
利
用
し
た
商

品
の
共
同
開
発
、
英
語
版
の
各

種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
地

域
防
災
・
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
効
果

あ
る
連
携
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
の
誘
致
に
も
成
功
し
て
お
り
、

約
２
０
０
０
人
の
新
た
な
雇
用

を
創
出
し
て
い
る
。　

こ
れ
ら

の
成
果
は
小
矢
部
市
が
人
口
減

少
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
だ
結
果
で
あ
る
。　

南
知

多
町
の
人
口
減
少
の
対
策
に
お

い
て
も
、
他
の
市
町
と
の
差
別

化
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
感
じ
た
。

常任委員会合同行政調査
　

11
月
９
日
・
10
日
の
２
日
間
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
と

総
務
建
設
常
任
委
員
会
が
合
同
で
、
富
山
県
小
矢
部
市
と
石

川
県
野
々
市
市
で
行
政
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

小
矢
部
市
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
、
野
々
市
市
の
大
学
と
の
連

携
に
つ
い
て
、
今
後
の
議
員
活
動
の
参
考
と
な
る
、
大
変
有

意
義
な
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

【蟹谷中学校】中央の尖塔は、オックス
フォード大学、校舎中央はベルサイユ宮殿
を模倣しています。

野々市市職員の方からの説明

【
純
米
吟
醸
酒
「
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
椿
」】

　

市
花
木
ツ
バ
キ
か
ら
採
取
し
た

　

酵
母
を
活
用
し
た
花
酵
母
の
お
酒
。
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12 月定例会
　12月定例議会は12月５日から11日間の会期で開催し、「南知多町農業委員会の委員
及び農地利用最適化推進委員の定数を定める条例の制定について」始め議案 12 件を審議
しました。採決の結果は、以下のとおりです。

件　　　名 結 果
山
本
優
作

鈴
木
浩
二

片
山
陽
市

小
嶋
完
作

内
田
　
保

石
垣
菊
蔵

服
部
光
男

吉
原
一
治

松
本
　
保

榎
戸
陵
友

石
黒
充
明

○○○○○○○○○○○

○○○○

×

○○○○○○

○○○○

×

○○○○○○

○○○○

×

○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

※　○は賛成、×は反対。議長（藤井満久）は採決に加わらない。

議 

案

議
　
　
　
　
　
案

《１２月５日採決》

《１２月１５日採決》

専決処分の承認を求めることについて

（平成２９年度南知多町一般会計補正

予算（第３号））

南知多町農業委員会の委員及び農地利

用最適化推進委員の定数を定める条例

の制定について

南知多町議会の議員の議員報酬、費用

弁償及び期末手当に関する条例の一部

を改正する条例について

南知多町特別職の職員で常勤のものの

給与及び旅費に関する条例の一部を改

正する条例について

南知多町母子家庭等医療費の支給に関

する条例の一部を改正する条例につい

て

公益的法人等への職員の派遣等に関す

る条例の一部を改正する条例について

平成２９年度南知多町一般会計補正予

算（第４号）

平成２９年度南知多町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第２号）

平成２９年度南知多町介護保険特別会

計補正予算（第２号）

平成２９年度南知多町水道事業会計補

正予算（第１号）

南知多町職員の育児休業等に関する条

例の一部を改正する条例について

南知多町職員の給与に関する条例の一

部を改正する条例について
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介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

　
　

ビ
ス
事
業
費
の
増
額
補
正

は
、
保
険
給
付
費
か
ら
移
行
し

た
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

町
の
負
担
分
が
増
え
た
か
。
ま
た
、

保
険
給
付
費
か
ら
移
行
し
な

か
っ
た
と
す
る
と
、
町
の
負
担

増
は
生
じ
な
か
っ
た
か
。

　　

増
額
の
要
因
は
、
要
支
援

　
　

１
及
び
要
支
援
２
並
び
に

総
合
事
業
対
象
者
の
訪
問
介
護

及
び
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
増

に
よ
る
が
、
こ
の
給
付
費
の
財

源
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
・
町
・

第
２
号
被
保
険
者
の
負
担
分
で

あ
る
支
払
基
金
及
び
第
１
号
被

保
険
者
の
負
担
分
で
あ
る
保
険

料
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ

た
負
担
割
合
が
あ
り
、
町
の
負

担
分
は
そ
の
負
担
割
合
に
応
じ

た
も
の
に
な
る
。
ま
た
、
保
険

給
付
費
と
総
合
事
業
の
町
負
担

割
合
は
同
じ
な
の
で
、
移
行
し

な
く
て
も
町
の
負
担
は
変
わ
ら

な
い
。

　　

主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
地

　
　

域
生
活
の
支
援
を
行
う
「
自

立
生
活
援
助
」
や
、
就
労
定
着

に
向
け
た
支
援
を
行
う
「
就
労

定
着
支
援
」
の
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、

既
存
の
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
し

て
重
度
訪
問
介
護
の
訪
問
先
拡

大
や
高
齢
障
害
者
の
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
円
滑
な
利
用
促
進

と
し
て
一
定
の
高
齢
障
害
者
に

対
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
仕

組
み
の
創
設
な
ど
で
あ
る
。

　　

知
多
南
部
衛
生
組
合
の
分

　
　

担
金
で
、
南
知
多
町
と
美

浜
町
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　　

知
多
南
部
衛
生
組
合
の
分

　
　

担
金
の
割
合
は
、
南
知
多
町

が
52
．68
％
、美
浜
町
が
47
．32
％
と

な
っ
て
い
る
。

◆
平
成
29
年
度
介
護
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

問 答答

問答

冷
方
式
に
よ
り
空
調
設
備
を
稼

働
さ
せ
る
冷
房
期
間
の
み
で
あ

り
、
暖
房
期
間
は
ク
ー
リ
ン
グ

タ
ワ
ー
の
稼
働
が
不
要
と
な
る

た
め
、
日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
必
要
は
な
い
。
今
後
も
、
空

調
設
備
の
延
命
化
を
図
る
た
め
、

冷
房
期
間
に
つ
い
て
は
、
短
時

間
で
は
あ
る
も
の
の
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め
の
稼
働
が
必
要

と
な
る
。

　　

旧
姓
併
記
に
つ
い
て
、
住

　
　

民
票
等
に
ど
の
よ
う
に
併

記
さ
れ
る
か
。

　　

住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　

カ
ー
ド
に
併
記
さ
れ
る
旧

姓
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
確
定
し

て
い
な
い
が
、
住
民
票
は
旧
姓

の
欄
を
設
け
て
記
載
し
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
氏
名
の

後
ろ
に
か
っ
こ
書
き
で
記
載
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　

障
害
者
総
合
支
援
法
の
一

　
　

部
改
正
の
内
容
は
何
か
。

予
算
関
係

　
◆
平
成
29
年
度
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　　

図
書
購
入
の
た
め
の
寄
附

　
　

は
、
毎
年
い
た
だ
い
て
い

る
か
。

　　

今
回
は
、
知
多
信
用
金
庫

　
　

様
の
創
立
90
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
南
知
多
町
だ
け
で

な
く
、
知
多
５
市
５
町
や
周
辺

自
治
体
の
一
部
に
一
律
50
万
円

の
寄
附
金
を
い
た
だ
く
も
の
で
、

今
年
度
限
り
の
寄
附
と
な
る
。

　　

空
調
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン

　
　

ス
費
用
と
し
て
、
燃
料
費

及
び
電
気
料
の
補
正
予
算
が
上

が
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
必
要

と
な
る
か
。

　　

日
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

　
　

必
要
と
な
る
の
は
、
ク
ー

リ
ン
グ
タ
ワ
ー
を
利
用
し
た
水

委
員
会
ス
ポ
ッ
ト

問問 答答

問 問答
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が
運
営
費
補
助
金
と
し
て
支
出

し
て
い
る
。
現
行
条
例
で
は
、

保
育
園
が
派
遣
職
員
の
給
与
の

一
部
を
支
払
う
た
め
、
増
加
す

る
分
に
つ
い
て
も
町
が
補
助
金

を
支
払
う
こ
と
に
な
る
こ
と
や
、

派
遣
職
員
の
不
利
益
に
な
ら
な

い
よ
う
に
全
て
の
給
与
を
町
が

支
給
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

で
あ
る
。

控
除
対
象
配
偶
者
は
、
控
除
を

受
け
る
本
人
の
所
得
が
１
０
０

０
万
円
以
下
で
、
そ
の
配
偶
者

の
所
得
が
38
万
円
以
下
に
変
更

と
な
る
。　　

　

源
泉
控
除
対
象
配
偶
者
は
、
控

除
を
受
け
る
本
人
の
所
得
が
９

０
０
万
円
以
下
で
、
そ
の
配
偶
者

の
所
得
が
85
万
円
以
下
に
な
る
。

◆
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の

　

派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

　

て
　　

派
遣
職
員
に
支
給
す
る
こ

　
　

と
が
で
き
る
給
与
を
、
給

与
条
例
に
規
定
す
る
給
与
と
し

た
理
由
は
何
か
。

　　

篠
島
保
育
園
に
対
し
て
、
保

　
　

育
所
運
営
を
委
託
し
て
お

り
運
営
費
委
託
料
を
支
払
っ
て

い
る
が
、
国
が
定
め
る
保
育
単

価
で
算
定
し
た
人
件
費
分
と
実

際
に
保
育
園
が
支
払
っ
て
い
る

人
件
費
の
差
額
に
つ
い
て
、
町

問答

　　

育
児
休
業
を
取
得
し
た
実

　
　

績
は
あ
る
の
か
。

　　

正
規
の
職
員
に
対
し
て
の

　
　

育
児
休
業
の
取
得
実
績
は

あ
る
が
、
非
常
勤
職
員
に
対
し

て
の
実
績
は
、
今
ま
で
な
い
。

◆
南
知
多
町
母
子
家
庭
等
医
療

　

費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

　

い
て

　　

改
正
の
内
容
に
つ
い
て
、「
控

　
　

除
対
象
配
偶
者
」
と
「
同

一
生
計
配
偶
者
」
の
具
体
的
な

違
い
は
何
か
。

　　

所
得
税
法
改
正
の
関
係
で
、

　
　

控
除
対
象
配
偶
者
に
加
え

同
一
生
計
配
偶
者
、
源
泉
控
除

対
象
配
偶
者
と
い
う
用
語
が
増

え
た
。
内
容
は
、
同
一
生
計
配

偶
者
は
、
控
除
を
受
け
る
本
人

の
所
得
制
限
は
な
し
。
そ
の
配

偶
者
の
所
得
が
38
万
円
以
下
と

な
り
、
改
正
前
の
控
除
対
象
配

偶
者
と
同
じ
意
味
に
な
る
。

条
例
関
係

　
◆
南
知
多
町
農
業
委
員
会
の
委

　

員
及
び
農
地
利
用
最
適
化
推

　

進
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条

　

例
の
制
定
に
つ
い
て

　　

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

　
　

員
の
活
動
は
何
か
。

　　

農
地
利
用
の
集
積
・
集
約

　
　

化
の
推
進
や
、
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
・
解
消
の
推
進
を

行
う
こ
と
が
主
な
活
動
で
あ
る
。

◆
南
知
多
町
職
員
の
給
与
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

　　

さ
か
の
ぼ
っ
て
適
用
す
る

　
　

も
の
が
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。

　　

給
与
表
の
改
正
を
平
成
29
年

　
　

４
月
１
日
か
ら
適
用
す
る

た
め
で
あ
る
。

◆
南
知
多
町
職
員
の
育
児
休
業

　

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問問 答答

問問答 答
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内
海
地
区
の
水
害
被

害
に
つ
い
て

　
　

台
風
21
号
に
よ
る
総
雨

　
　

量
と
最
大
時
間
雨
量
は

ど
れ
だ
け
か
。

　
　

中
川
総
務
部
長

　
　

町
内
に
設
置
し
て
い
る

観
測
所
の
計
測
に
よ
る
と
、

10
月
21
日
０
時
か
ら
23
日
24

時
ま
で
の
間
に
降
っ
た
降
水

量
は
３
１
７
ミ
リ
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
間
の
最
大
時
間

雨
量
は
、
23
日
０
か
ら
１
時

の
間
に
記
録
し
た
47
．５
ミ
リ

で
あ
っ
た
。

　
　

床
下
浸
水
の
被
害
を
受

　
　

け
た
家
屋
の
件
数
と
そ

の
地
区
は
ど
こ
か
。

　
　

中
川
総
務
部
長

　
　

内
海
地
区
に
お
い
て
、

区
長
さ
ん
か
ら
の
報
告
件
数

を
ま
と
め
る
と
、
楠
区
７
件
、

東
端
区
３
件
の
計
10
件
で

あ
っ
た
。

　
　

10
月
22
日
午
後
４
時
頃
、

　
　

内
海
川
樋
門
を
閉
め
た

理
由
と
、
住
民
へ
周
知
し
な

か
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
　
中
川
総
務
部
長　
　

　
　

10
月
20
日
午
前
11
時
30

分
に
内
海
川
水
門
操
作
協
議

会
を
開
催
し
、
一
旦
閉
め
て

内
・
外
水
位
の
様
子
を
見
て

判
断
す
る
と
い
う
方
針
に
な

り
、
午
後
４
時
に
水
門
を
閉

鎖
し
た
。
し
か
し
、
急
速
に

内
水
位
が
上
昇
し
た
た
め
、

即
時
、
全
開
し
た
。
閉
鎖
し

た
時
点
で
協
議
会
委
員
に
連

絡
し
た
が
、
住
民
に
は
周
知

し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、

水
門
閉
鎖
が
必
要
か
ど
う
か

確
認
の
た
め
の
閉
鎖
で
あ
っ

た
た
め
で
あ
る
。

　
　

道
路
の
冠
水
等
に
よ
る

　
　

通
行
止
め
箇
所
と
、
そ

の
時
間
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
　
中
川
総
務
部
長

　
　

内
海
地
区
に
お
け
る
通

行
止
め
は
、
５
か
所
で
あ
っ

た
。
町
道
内
海
山
海
線
は
、

10
月
22
日
午
後
２
時
30
分
か

ら
23
日
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

す
い
せ
ん
ロ
ー
ド
は
、
土
砂

崩
れ
の
た
め
、
10
月
23
日
午

前
８
時
か
ら
11
月
２
日
午
後

３
時
30
分
ま
で
。
そ
の
他
の

３
か
所
に
つ
い
て
は
、
冠
水

の
た
め
10
月
22
日
午
後
５
時

50
分
か
ら
10
月
23
日
午
前
８

時
ま
で
に
順
次
解
除
し
た
。

　
　

内
海
千
鳥
ヶ
浜
の
飛
砂

　
　

防
止
対
策
に
つ
い
て
、

内
海
川
河
口
に
堆
積
し
た
砂

が
、
水
害
の
原
因
の
一
つ
に

な
っ
て
い
な
い
か
。
ま
た
、

防
砂
ネ
ッ
ト
を
町
で
一
括
発

注
し
、
対
策
を
講
じ
ら
れ
な

い
か
。

　
　
鈴
木
建
設
経
済
部
長　

　
　

内
海
川
河
口
に
堆
積
し

た
砂
の
影
響
に
つ
い
て
、
河

川
内
へ
の
土
砂
堆
積
を
助
長

す
る
状
況
に
な
れ
ば
河
川
断

面
の
縮
小
な
ど
の
水
害
の
原

因
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
ら

れ
る
。
平
成
27
年
度
に
砂
の

除
去
、
平
成
28
年
度
は
施
設

改
良
を
実
施
し
た
。
今
年
度

は
、
す
で
に
河
口
に
防
砂

ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、
対
策
を

行
っ
て
い
る
。
関
係
各
区
が

設
置
し
た
も
の
に
対
し
て
は
、

南
知
多
町
観
光
協
会
を
通
じ

て
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

問問 問答 答

問

問

答答

答

一般質問

Ｑ 内海地区の台風 21号による被害は、
　 どれくらいだったか

Ａ 床下浸水被害家屋が10件あった

内
海
川
右
岸
に
設
置
さ
れ
た
　
　

　
　
　
　
　
　
　
防
砂
ネ
ッ
ト

片山陽市議員
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本
町
で
新
た
に
計
画
し

　
　
て
い
る
建
築
物
は
何
か

あ
る
か
。
そ
れ
を
メ
ル
ヘ
ン

調
な
ど
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な

外
観
に
す
る
こ
と
は
ど
う
か
。

　
　

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　

現
在
、
日
間
賀
島
渡
船

施
設
、
師
崎
港
観
光
セ
ン

タ
ー
、
内
海
観
光
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
計
画
し
て
い
る
が
、

地
元
と
協
議
し
、
地
元
の
意

向
に
沿
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
観
光
で
何
か
新
規
事
業

　
　
を
計
画
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
現
在
ど
の
よ
う
な
事

業
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　

外
国
人
観
光
客
の
誘
客

に
つ
な
げ
る
た
め
、
外
国
語

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
知

多
半
島
観
光
圏
協
議
会
に
お

い
て
「
魅
力
い
っ
ぱ
い
知
多
半

島
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
計
画

し
て
い
る
。
現
在
、
実
施
し
て

い
る
主
な
事
業
は
、
観
光
宣

伝
テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
等
事
業
、

観
光
情
報
誌
作
成
事
業
、
観

光
地
美
化
推
進
事
業
、
海
水

浴
場
保
護
及
び
浴
客
安
全
対

策
事
業
な
ど
で
あ
る
。

　
　
人
口
減
少
を
食
い
止
め

　
　
る
に
は
、
新
規
雇
用
を

生
む
企
業
や
商
業
施
設
の
誘

致
も
一
つ
の
施
策
と
考
え
る

が
、
何
か
計
画
は
あ
る
か
。

　
　

田
中
企
画
部
長

　
　

ほ
ぼ
全
域
が
自
然
公
園

地
域
に
指
定
さ
れ
、
市
街
地

以
外
の
多
く
の
土
地
が
、
農

業
振
興
地
域
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
平
地
が
乏
し

く
、
起
伏
に
富
ん
だ
本
町
の

地
形
、
工
業
用
水
な
ど
の
産

業
基
盤
、
物
流
の
面
で
の
交

通
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
制
約
か

ら
、
企
業
や
大
規
模
な
商
業

施
設
の
誘
致
に
適
し
た
用
地

の
確
保
は
、
非
常
に
難
し
い

と
考
え
る
。

　
　
本
町
で
は
、
何
か
大
学

　
　
と
連
携
事
業
を
行
っ
て

い
る
か
。

　
　

内
田
教
育
部
長

　
　

知
多
地
区
５
市
５
町
の

教
育
委
員
会
が
平
成
28
年
10

月
に
愛
知
教
育
大
学
と
、「
相

互
連
携
に
関
す
る
協
定
」
を

締
結
し
て
い
る
。

　
　「
地
域
防
災
・
減
災
プ

　
　
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
い
つ

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
本

町
に
と
っ
て
貴
重
な
事
業
だ

と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
に
思

う
か
。

　
　

中
川
総
務
部
長

　
　

愛
知
工
業
大
学
と
は
、

防
災
訓
練
を
、
日
本
福
祉
大

学
と
は
、
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
に
お
い
て
、

講
義
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

実
施
し
た
。

　

今
後
も
大
学
等
と
の
連
携

に
よ
る
効
果
的
な
事
業
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
産
業
、
観
光
、
教
育
、

　
　
福
祉
な
ど
大
学
と
の
連

携
に
よ
り
、
よ
り
良
い
高
度

な
事
業
が
展
開
で
き
る
と
思

う
が
、
今
後
、
大
学
と
の
連

携
協
定
の
締
結
を
考
え
て
み

て
は
ど
う
か
。

　
　

田
中
企
画
部
長

　
　

大
学
に
集
積
す
る
知
識

や
情
報
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
行
政

や
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
若
い
学
生

人
材
が
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
な
ど
の
、
様
々
な
課

題
を
抱
か
え
て
い
る
地
域
に

入
る
こ
と
で
、
地
域
、
学
生

双
方
の
人
材
育
成
に
つ
な
が

り
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
解
決

に
向
け
た
新
た
な
展
開
が
期

待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

具
体
的
な
連
携
の
可
能
性
を

探
り
な
が
ら
、
協
定
の
締
結

も
視
野
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。　　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て

問問

大
学
と
の
連
携
協
定

の
締
結
に
つ
い
て

問問

問

問

答 答

答答

答

答

Ｑ 産業や観光、教育など大学との協定を
　 どのように考えるか
Ａ 連携の可能性を探り、協定を
    検討していきたい

一般質問

榎戸陵友議員
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漁
業
の
振
興
を
図
る
た

　
　
め
、
本
町
の
水
産
物
を

全
国
に
広
く
周
知
し
、
消
費

拡
大
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
。

　
　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　

　
町
で
は
優
れ
た
水
産
加

工
品
も
、
南
知
多
ブ
ラ
ン
ド

「
ミ
ー
ナ
の
恵
み
」
と
し
て

認
定
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
町
内
外
に
発
信

し
、
知
名
度
を
高
め
、
販
路

拡
大
や
需
要
の
増
加
に
つ
な

げ
て
い
る
。
ま
た
、
ふ
る
さ

と
納
税
（
南
知
多
応
援
寄
付

金
）
の
謝
礼
品
と
し
て
も
全

国
に
紹
介
し
、
消
費
拡
大
に

努
め
て
い
る
。

　
　
学
校
給
食
に
お
い
て
、

　
　
魚
食
の
普
及
、
拡
大
を

行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
海

産
物
の
地
産
地
消
の
推
進
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
は
あ
る
か
。

　
　
内
田
教
育
部
長

　

　
地
産
地
消
の
取
組
み
と

し
て
、
毎
月
19
日
を
「
南
知

多
の
お
魚
の
日
」
と
し
地
元

産
の
海
産
物
を
使
い
、
食
育

を
推
進
す
る
と
と
も
に
地
産

地
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、「
我
が
家
の
ア
イ

デ
ア
料
理
」
の
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
し
、
入
選
作
品
を
献

立
に
採
用
し
て
い
る
。

　
　
町
内
外
の
子
ど
も
た
ち

　
　
に
、
体
験
学
習
な
ど
を

通
し
て
、
漁
業
や
水
産
資
源

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
内
田
教
育
部
長

　
　
町
内
の
小
学
生
を
対
象

に
、
稚
魚
を
放
流
す
る
「
種

苗
放
流
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
各
学
校
主
体
の
取

り
組
み
と
し
て
、
漁
港
、
水

産
加
工
場
、
ノ
リ
の
種
付
け

作
業
の
見
学
や
魚
さ
ば
き
教

室
の
開
催
な
ど
が
あ
る
。

　
町
外
の
子
ど
も
た
ち
に
対

す
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、

町
観
光
協
会
各
支
部
を
中
心

に
、
地
引
き
網
、
干
物
作
り
、

漁
師
体
験
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
漁
業
の
啓
発
や
魚
食
の

　
　
普
及
に
つ
い
て
、
水
産

試
験
場
と
の
連
携
の
可
能
性

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

　
　
鈴
木
建
設
経
済
部
長

　
　
豊
浜
に
あ
る
県
水
産
試

験
場
漁
業
生
産
研
究
所
は
、

水
産
資
源
を
守
り
、
調
査
研

究
す
る
機
関
で
あ
り
、
水
産

業
の
普
及
活
動
は
蒲
郡
市
に

あ
る
水
産
試
験
場
本
場
で

行
っ
て
い
る
。　

　
漁
業
の
啓
発
や
魚
食
の
普

及
に
係
る
連
携
の
可
能
性
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
県
と
協

議
し
な
が
ら
、
施
設
の
活
用

を
要
望
し
て
い
く
。

問問 答

答問

問 答答

Ｑ 水産試験場と連携して、魚食の普及を

一般質問

Ａ 施設の活用を県に要望していく
吉原一治議員

魚
食
の
普
及
と
水
産
物

の
消
費
拡
大
に
つ
い
て

　
愛
知
県
水
産
試
験
場

　
　
漁
業
生
産
研
究
所（
豊
浜
）



津
波
浸
水
域
の
見
直

し
に
つ
い
て

企
業
誘
致
に
よ
る
産

業
の
振
興
に
つ
い
て

11 H30. 2 .  1

　
　

南
知
多
町
に
は
最
大

　
　

9.5
ｍ
の
津
波
が
押
し
寄

せ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
防
災
マ
ッ
プ
の
浸
水
域

の
設
定
に
は
川
を
さ
か
の
ぼ

る
「
遡
上
」
が
計
算
に
入
っ

て
い
な
い
。

　

素
早
い
避
難
に
結
び
付
け

る
た
め
に
も
、
浸
水
域
の
見

直
し
を
図
る
べ
き
と
思
う
が

町
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

中
川
総
務
部
長

　
　

本
町
で
の
浸
水
想
定
は
、

愛
知
県
が
平
成
26
年
に
公
表

し
た
も
の
で
、
幅
10
ｍ
以
下

の
河
川
の
遡
上
に
よ
る
影
響

を
、
考
慮
し
た
想
定
で
は
な

い
。
町
独
自
で
想
定
を
見
直

す
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
現

段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

９
月
議
会
で
も
質
問
し

　
　

た
、
内
海
高
校
、 

Ｊ
Ａ

知
多
南
部
花
き
セ
ン
タ
ー
の

非
常
時
の
使
用
に
つ
い
て
、

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

中
川
総
務
部
長

　
　

非
常
時
使
用
に
際
し
て
、

協
定
書
原
案
を
作
成
中
で
、

今
年
度
中
に
、
締
結
が
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

常
任
委
員
会
合
同
行
政

　
　

調
査
で
訪
れ
た
富
山
県

小
矢
部
市
で
は
、
大
規
模
な

企
業
誘
致
に
よ
り
、
人
口
の

増
加
や
雇
用
の
創
出
に
成
功

し
た
。
本
町
で
も
企
業
の
誘

致
と
開
発
を
す
べ
き
と
思
う

が
、
こ
の
よ
う
な
開
発
の
障

害
と
な
る
要
因
は
何
か
。

　
　
田
中
企
画
部
長　
　

　
　

本
町
は
、
約
85
％
が
市

街
化
調
整
区
域
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
ほ
ぼ
全
域
が
自

然
公
園
の
指
定
を
受
け
、
市

街
地
を
除
く
多
く
の
地
域
が

農
業
振
興
地
域
と
な
っ
て
い

る
。
都
市
計
画
法
を
始
め
、

自
然
公
園
法
や
農
振
法
な
ど

に
よ
る
法
規
制
に
加
え
、
造

成
に
適
し
な
い
丘
陵
地
が
多

く
、
産
業
イ
ン
フ
ラ
や
道
路

交
通
網
の
整
備
も
遅
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
本
町
の
特
性

が
、
大
規
模
な
開
発
に
適
し

た
用
地
の
確
保
を
困
難
に
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

沿
道
サ
ー
ビ
ス
、
道
の

　
　

駅
の
誘
致
等
商
業
面
で

の
可
能
性
は
ど
う
か
。

　
　
鈴
木
建
設
課
長　

　
　

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
な
ど
は
、

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い

て
、
設
定
し
、
道
の
駅
に
つ

い
て
は
、
沿
道
サ
ー
ビ
ス
や

道
路
管
理
施
設
や
休
憩
所
、

給
油
所
な
ど
の
設
置
が
可
能

だ
が
、
何
を
作
る
か
に
よ
り

判
断
さ
れ
る
。

　
　

町
内
の
事
業
者
を
流
出

　
　

さ
せ
な
い
た
め
に
も
、工

業
団
地
を
造
成
し
て
企
業
立

地
を
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
田
中
企
画
部
長　

　
　

町
の
活
性
化
の
た
め
、企

業
を
こ
の
町
に
と
ど
め
る
こ
と

の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る

が
、
企
業
の
立
地
に
適
し
た
用

地
を
確
保
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
そ
の
造
成
に
は
財
政
的
な

問
題
も
あ
る
。
特
区
制
度
等

の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
農
地
の

転
用
な
ど
は
可
能
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
農
業
を
始
め

と
し
た
第
１
次
産
業
を
柱
に

発
展
し
て
き
た
こ
の
町
の
成

り
立
ち
や
社
会
情
勢
の
変
化

を
見
据
え
て
、
方
向
付
け
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問問 答

問

問

問

答

答

答答

一 般質問

Ｑ 施設を災害時に使用できる協定の
 　進捗状況は
Ａ 内海高校やＪＡと協定締結に向けて
　 進めている服部光男議員

　
内
海
中
学
校
海
抜
表
示

　三井アウトレットパーク
　　　　　　　　北陸小矢部



12H30. 2 .  1

一般質問

　
　
町
職
員
は
地
震
・
津
波

　
　
な
ど
の
災
害
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
す
ぐ
に

駆
け
つ
け
ら
れ
る
場
所
に
住

む
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

在
職
中
の
町
職
員
の
居
住
地

別
の
人
数
内
訳
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　

中
川
総
務
部
長

　
　

11
月
１
日
現
在
の
特
別

職
を
除
く
町
職
員
２
１
８
人
の

居
住
地
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

　
町
職
員
に
非
常
配
備
が

　
　
招
集
さ
れ
た
場
合
、
何

分
以
内
に
職
員
が
配
備
す
る

こ
と
に
決
め
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
中
川
総
務
部
長

　
　

何
分
以
内
と
い
う
の
は
、

特
に
決
め
ら
れ
て
い
な
い
。

連
絡
を
受
け
た
職
員
は
直
ち

に
登
庁
し
、
所
要
の
任
務
に

つ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
過
去
に
は
町
職
員
は
町

　
　
内
在
住
が
条
件
で
あ
っ

た
が
、
現
在
そ
の
条
件
は
な

い
。
今
後
採
用
す
る
町
職
員

か
ら
は
町
内
に
住
む
こ
と
を

再
び
義
務
化
で
き
な
い
か
。

　
　

中
川
総
務
部
長

　
　

公
正
な
採
用
選
考
を
行

う
観
点
か
ら
、
町
内
居
住
者

に
受
験
者
を
限
定
し
、
応
募

機
会
を
制
限
す
る
こ
と
は

「
居
住
地
域
に
よ
る
差
別
」

と
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
義

務
化
で
き
な
い
。

　
　
在
職
中
の
町
職
員
の
役

　
　
場
へ
の
通
勤
手
段
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

中
川
総
務
部
長

　
　

11
月
１
日
現
在
の
特
別

職
を
除
く
町
職
員
２
１
８
人

の
う
ち
、
車
な
ど
で
通
勤
す

る
者
は
１
９
２
人
、
全
て
公

共
交
通
機
関
で
通
勤
す
る
者

は
１
人
、
徒
歩
で
通
勤
す
る

者
は
25
人
で
あ
る
。

　
　
町
職
員
は
海
っ
子
バ
ス

　
　
を
使
っ
て
通
勤
す
る
よ

う
努
力
で
き
な
い
か
。

　
　

中
川
総
務
部
長

　
　

職
員
が
通
勤
に
利
用
す

る
経
路
は
時
間
的
・
経
済
的

に
最
も
合
理
的
な
経
路
を
選

択
す
る
も
の
で
も
あ
る
た
め
、

職
員
に
と
っ
て
不
利
な
通
勤

方
法
を
強
い
る
こ
と
は
難
し

い
。

問

問問

答

問

問

答答

答

答

山本優作議員

Ｑ 在職中の町職員の居住地別人数は
Ａ 町内居住者は 120人、町外居住者は
　 98人である

町
職
員
の
町
内
居
住

促
進
に
つ
い
て

町
職
員
の
海
っ
子
バ

ス
の
利
用
促
進
に
つ

い
て

 町内120人 町外98人  
内海地区  美浜町  
豊浜地区  武豊町  
師崎地区  阿久比町  
篠島地区  半田、常滑市  
日間賀島地区  東海、名古屋市  

町職員の居住地別の人数内訳 

48人
38人
24人
5人
5人

46人
24人
1人
22人
5人



H30. 2 .  113

師崎避難所（旧ビラマリーン南知多）の視察の様子

議場見学の様子

山海ふれあい会館内、郷土資料館資料の視察の様子

よ
う
こ
そ
議
場
へ

よ
う
こ
そ
議
場
へ

　

11
月
13
日
に
内
海
・
山
海
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
「
き
ず
な
の
会
」
が
、
定
期
的
に
開
催
し
て

い
る
「
海
っ
子
バ
ス
乗
り
方
教
室
」
に
、
内
海

小
学
校
の
２
〜
４
年
生
の
児
童
11
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

バ
ス
の
乗
り
換
え
を
し
な
が
ら
、
役
場
を
訪

問
し
議
場
の
見
学
を
し
ま
し
た
。

　【
総
務
建
設
常
任
委
員
会
】

　

平
成
29
年
11
月
15
日
に
総
務
建
設
常
任
委
員

会
６
名
に
よ
る
管
内
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
の
防
災
拠
点

施
設
２
か
所
（
篠
島
、
内
海
）、
師
崎
避
難
所
、

港
橋
（
大
井
）
の
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
工
事
、

師
崎
漁
協
で
は
、
建
築
中
の
製
氷
・
貯
氷
施
設

を
見
学
し
ま
し
た
。
前
浜
（
篠
島
）
で
は
新
し

い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
目
指
す
、「
恋
人
の
聖
地
」

の
整
備
事
業
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
【
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
】

　

平
成
29
年
11
月
16
日
に
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
６
名
に
よ
る
管
内
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
こ
ん
ぱ
す
」、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
、
山
海
ふ
れ
あ
い
会
館
に
運

び
込
ま
れ
た
郷
土
資
料
館
資
料
、
大
井
保
育
所

の
外
部
改
修
等
工
事
な
ど
を
町
担
当
職
員
ら
の

説
明
を
受
け
、
質
疑
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が

ら
視
察
し
ま
し
た
。

〜
海
っ
子
バ
ス
乗
り
方
教
室
〜

常
任
委
員
会
管
内
視
察
報
告
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議
会
だ
よ
り

162

３月定例会の会議録は、５月下旬ごろ町公式ホームページに掲載する予定です。

３月定例会の日程（予定）
初　日

二日目

最終日

議案上程、質疑、委員会付託　等

一般質問

委員長報告、質疑、討論、採決　等

※都合により変更となる場合があります。
※議会の日程は、町ホームページでもご覧いただけます。
■本議会の一般質問は、ケーブルテレビ（ＣＣＮＣ）で放送されます。
　ケーブルテレビの放送予定日

３月 11 日（日）午前１０時～　地上デジタル 121ch　
３月 19 日（月）午後１０時～　地上デジタル 121ch　

　

３月 ２ 日(金) ９時３０分～

３月 ５ 日(月) ９時３０分～

３月１６日(金) ９時３０分～

平
成
3
0
年
2
月
１
日
発
行

愛
知
県
南
知
多
町
議
会

平
成
2
9
年
1
2
月
定
例
会

14

一般質問、その後どうなった？
　

平
成
29
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、「
内

海
浜
田
川
の
氾
濫
対
策
」
に
関
し
、
次
の

よ
う
な
質
疑
・
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
台
風
な
ど
の
豪
雨
発
生
時
に
お
い
て
、 

　
　
大
潮
の
満
潮
時
に
氾
濫
す
る
理
由
と

対
策
は
。

　
　
浜
田
川
周
辺
の
土
地
が
低
い
こ
と
や
、

　
　
大
潮
の
満
潮
時
や
台
風
の
気
圧
低
下

に
よ
る
異
常
潮
位
が
重
な
り
、
川
か
ら
の

水
が
海
に
流
れ
出
な
い
こ
と
が
理
由
で
あ

る
。
対
策
と
し
て
、
浜
田
川
の
一
部
に
お

い
て
、
今
年
度
よ
り
護
岸
の
か
さ
上
げ
工

事
を
実
施
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
浜
田
川
の
工
事
は
ど
う
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

　
護
岸
の
か
さ
上
げ
工
事
が
完
了
し
た
部

分
に
つ
い
て
は
、
氾
濫
の
恐
れ
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

ＱＡ

工事未施工箇所 工事完了箇所
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